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八郎潟干拓地におけるゴイサギの新集団営巣地
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inHachiro-gatareclaimedLand,AkitaPrefecture.

高橋一郎＊

Ichii､oTakahashi

ゴイサギMﾉcticoγα釦nyclicoγα蛇冗ycticoγα範に

関する報文には，川口(1930),松Ill(1932),小杉

(1960），渡辺(1977),渡辺(1982),飯村(1985)

などがあり，木種の繁id生態および他のサギ類との砿

間関係などについて論じている。秋IllﾘI.における本種

の鰻Ml営巣地としては，比内町，二ツ井I'lf,III本町．

秋Ill市，雄物川町などが知られているが，繁航生態に

|則する調査はほとんど行われていない。

筆者は,1985年6月80,I打秋I1l祁人潟村総合中心

地において，防災林であるクロマヅ林に慨巣する水砿

を認めた。1984年以前に営槻したという形跡や悩巣に

かかわる情iiJが得られなかったことから,1985年に新

しく雌団営巣したものと考え，繁殖ﾉt態に|兇lする調在

を実施した。1985年は約100巣を,̂ 1986年は肖巣数

を期したことを確認したが,1986年5j1イ<II,人為的

に巣が破壊される事故があり，ほとんどのつがいは繁

殖を中|析した。しかし，この営巣地を雛I'た喋団の－

ni;が，間もなく同じ総合中心地のI櫛祁にあるクローマヅ

防災林に営粟を開始したので，最初の桝災地に残倒し

た雌|､11と合わせて調査することができた。そのﾈi'i果，

新維11:1桝巣地における水種の'尚巣状態について，若「

の知見を得たので，ここに報告する。

起袖にあたり，助言および校閲をしてくださった秋

|Ⅱ大学教育学部教授小笠原1目j博士，調代に1"]行し資料

収蛎に協力くださった秋IHiM-野鳥の会会1.I大潟村堤朗

氏，桝巣木調査に平板測量をもって脇〃くださった秩

Illﾘ,↓立博物館学芸主If:庄内昭ﾘ)氏，数ｲil'i,汁猟に協力く

ださった秋ill県立博物鮒学芸主1i佐々木厚氏に対し，

心からの謝噛を炎したいと思う。

*秋IllﾘI.立y'i物航

1．調査地の概要

秋Ill県I糊秋liidi;大潟村は，男鹿半島東部に位置し（Ⅸ1

1),琵琶湖に次いで鋪2位の広さをもった八郎潟が

干陸さオi,1964年に誕ﾉ|皇した。その結果約13,000伽の

広大な農耕地が新ﾉ|註したほか，干拓地中央部からIﾉﾘよ

りにある総合中心地には，役場・公民館・学校・商jiIf

をはじめ，約950戸の仇宅などが進設されている。ま

た，「拓地には，承水路・排水路をはじめ，かつての

5分の1にｲ:||当する洲帖池が水域として残されている。

ゴイサギの品初の常典地（第1地域）は，村|ﾉ総合

中心地の他|ﾒ:をMillする防災林にある(1*12)。この防

災林は，樹i'ii'i約6m,)MIrill'l径約lOcmのクロマツで柵

成されているほか，南側林縁部には2～3列にセイヨ

ウハコヤナギが械紺されてできている。東西に,帯状に

'/Ilする防災林の北川は，小水路を狭んて運動広場があ

り,ft側は，道淵を挟んで住宅地になっている。

1986年6j1上ｲﾘに第1地域から分離した集|､11が求め

た常巣地（輔2地域）は，村lﾉ1総合中心地南部の幹線

進路沿いの防災林にある（図2）。この防災林は，第

1地域|司傑のクロマツで構成されているが，樹尚が約

10m,胸間|l'!経約15cmと第1地域に比し火きく,mm

年が早かったことを,j〈している。I胃南西から北北東に

柵状にI)するこの防災林と幹線道賂の洲には，小水路

とさらにもうlダI]のクロマツ防災林がある。当地の東

側は，大潟村農莱協m糾合の''1動単・農業機械の惟術

［場および腿産物貯蔵I'ltが散在するススキ草原になっ

ている。

なお，問橘・＃＆（1986）が服じているように,1986

年，アカカシラサギ1つがいが，この第1地域のゴイ

サギ柴|､Ⅱ悩.巣地iﾉ1で陥穏されている。
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がい数は，この巣数をﾑ嘩本にしたが，完ｲ鳶な巣であっ

ても途中で放棄したつがいがあるとすれば，正確なっ

がい数にはなり得ない。そのため，林外から観察した

成鳥およびlHi成鳥数を随時採用し，繁殖つがい数の推

定仙とした。

図1八郎潟干拓地(大潟村){､l近略図

2．調査項目および方法

（1）巣の分布状態

巣は，林外からの確認が附雌であるため，林内に入

り'百接数える方法をとった。調査は，繁殖を終え，林

内にもどらないことを確認した秋季に行った｡これは，

営巣年内であれば，巣材が残溜しており，容易に営巣

位置を確定できるからである。また，巣の分ｲﾛ図作成

の必要から，営巣範miのすべての立木位置を測危した。

（2）営巣位置

営巣木の樹尚と地表から巣までの尚さ（巣尚）は，

繰り出し式の釣竿や測定稗を用いて災測した。また，

樹木における尚巣部位は，肉||災により観察した結果を

そのまま用いた。

（3）繁殖つがい数の推定

1本の営巣木には,1～3個の巣が慰めらｵlるため，

営巣木番号とは別に巣番号を定めた。地域内の繁殖つ

3．結果

（1）巣の分布状態

第1地域があるクロマツ防災林は,i釦上に約20mM

iﾉﾛに約200mの帯状をした'八二画になっている。桝巣地

は，このKiimの東側に位i('rしている。第2地域がある

クロマヅ防災林は，東西に約21mi知有西から北北東に

約250mで，その北端からさらに東側へ続く1KBで

ある。街巣地は，この区Illljのi育側に位慨している。第

1地域(1985;,第1地域(1986),第2地域(1986）

の立木および常巣木の分布状態は図3に,第1地域19

85）および第2地域（1986）内に‘没定した各方形|ﾒ:に

おける典数は図4に示した｡図4から第1地域（1986）

を除いたのは，前述のように，1986年5月末日の‘脚故

－80－
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八郎潟干拓地におけるゴイサギの新柴|､)l桝巣地
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N第1地域1985,の各方形区20×20m)における分布密度(数字は400m'あたりの営巣数）
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第2地域1986)の各方形区(21×20m)における分ｲI)密度(数字はinuirfあたりの営巣数）

図4各方形区における分布裕陛

表11樹あたりの営巣数とその割合
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八郎潟f拓地におけるゴイサギの新喋団営巣地

表2営巣木と営巣位瞳

表2－1第1地域1985

－8 3－

営巣木
番 号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
哩
唱
叫
妬
略
ｒ
肥
田
加
迦
翠
露
型
弱
記
”
調
調
鋤
瓢
詑
認
誕
調
郡
師
犯
調
仙
虹

巣番号

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
哩
唱
皿
賜
鴫
Ⅳ
肥
哨
即
刻
塑
詔
型
錫
酪
幻
羽
羽
鋤
剖
犯
謁
拠
弱
鎚
諏
犯
調
如
虹
哩
娼
糾
妬
始
獅
姶
幅

胸 高
'且径

Ⅲ

じ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
八
Ｕ
－
Ｏ
八
Ｕ
八
Ｕ
八
Ｕ
貢
』
ハ
Ｕ
八
Ｕ
頁
〕
直
Ｊ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
反
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
乙
匡
Ｊ
辰
Ｊ
ハ
Ｕ
辰
Ｊ
ｎ
Ｕ
反
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
反
Ｊ
八
Ｕ
八
Ｕ
Ｅ
Ｊ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ

八
Ｕ
司
止
、
ひ
、
Ｕ
勺
１
〔
ひ
く
０
ｑ
）
戸
ひ
Ｑ
〕
ｑ
）
〈
Ｕ
Ｑ
Ｊ
〈
ｂ
（
ろ
４
▲
可
ｌ
Ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ワ
ー
Ｆ
Ｄ
ｑ
〉
勺
ｌ
ｎ
ｄ
（
ひ
つ
○
Ｒ
〕
ハ
Ｕ
へ
ｊ
Ｑ
Ｊ
ハ
リ
Ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
（
ろ
〈
ｂ
八
Ｕ
八
Ｕ
Ｆ
Ｏ
〈
Ｕ
（
ろ

『
Ｉ
上
１
入
１
且
１
且

１
上
１
Ｌ

勺
Ｉ
ふ

１
人
１
０
壬
－
上
１
４
－
土
１
４
－
４

『
１
人

『
１
入
１
工
毛
Ｉ
Ｌ

１
エ

「
１
４
「
’
八
「
Ｉ
ユ

樹筒

１ｎ
ｎ
〉
Ｆ
Ｄ
［
ｊ
ワ
と
ワ
色
Ｑ
Ｊ
（
ろ
ハ
０
『
Ｉ
戸
。
ワ
〕
戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ
『
１
Ｒ
〕
Ｆ
Ｄ
戸
ｏ
ｎ
Ｕ
ワ
ｊ
［
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｑ
〕
再
１
戸
。
４
４
ワ
」
（
０
Ｆ
ｏ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
ハ
リ
ハ
ｂ
【
Ｉ
ワ
全
《
ｂ
八
Ｕ
戸
○
ワ
〕
ワ
』
（
５
ハ
Ｏ

〈
、
〈
０
戸
、
ハ
、
〈
Ｃ
Ｆ
Ｏ
戸
０
戸
、
『
Ｉ
ハ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
ハ
０
戸
ｏ
Ｆ
ｂ
Ｆ
Ｏ
《
Ｏ
ハ
Ｄ
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ
戸
Ｄ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
ハ
ｂ
（
ｂ
ハ
０
↑
０
戸
０
Ｆ
Ｄ
戸
Ｏ
〈
Ｏ
ハ
０
－
。
Ｆ
Ｄ
↑
０
戸
、
戸
○
声
ひ
（
０
戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ
戸
、

巣間

１

Ｆ
、
ワ
】
Ｆ
Ｏ
Ａ
４
局
ｊ
〈
Ｕ
〈
Ｄ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
戸
Ｏ
庁
！
〔
Ｕ
Ｆ
ｏ
１
１
ｎ
Ｕ
５
戸
、
ハ
リ
Ｒ
）
弓
ｊ
〔
ろ
、
ろ
戸
Ｏ
ワ
』
ワ
』
句
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ｎ
ｏ
ワ
ｉ
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Ｕ
八
Ｕ
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４
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（
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戸
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戸
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〔
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（
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４
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４
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４
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４
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３
４
３
４
３
３
３
４
３
３
３
３
３
３
４
３
４
３
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４
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４
３
４
３
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４

巣尚／樹高

８
５
１
１
０
８
２
６
３
２
７
７
２
７
３
９
９
０
２
９
４
７
７
６
４
３
７
７
８
９
７
５
８
２
９
０
３
０
３
９
５
１
４
０
３
１
３
４
１

５
６
６
７
６
６
６
８
８
５
４
５
９
６
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
５
６
５
６
５
５
７
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５
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６
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表2－2第1地域1986 表2－3第2地域（1986）

で巣のほとんどが破壊されたため，典は¥'M'i¥かj1た形

になり，分布を知る資料にはならないからである。第

1地域（1985）は，営巣木数85本，糊巣数97巣であっ

た。W3により，分布状態は明らかであるが，図4に

示すように，一応東側から|順に幅20m長さ20mの方形

にKiiiiiすると，その400㎡中の巣数は,44lit-,im

7巣，5巣，1巣となる。これらの蝋は，地域東端に

密雌し西側に分散している。第2地域(1986)は，営

巣木数28本，営巣数29巣であった。第1地域同様に方

形lベをとる（図4）が，｜隅が21mであることから,21

X20mを設定し，その後400㎡あたりの典数を算出，

比'陵した。その結果,IHfllljからlllfiに,3.8ill-,18.1巣，

4.8巣，1．0巣となり，当地域南端に州って営巣してい

るのがわかる。

1樹あたりの営巣数は，図3および炎lに示した。

館l地域（1985）は,1木l巣の比率が87.1%(85本

!|174本），1木2巣が11.8%(10*),1*3巣が

1.1%(1*)である。1常巣木に2典以_上ゑられた

位N'Vは，巣が密集する東端である。館2地域1986:

(i,1木1巣の比率が96.4%(28本中27*),1木2

巣が3．6％（1本）である。1面地域の合1汁は,1木l

巣が89.4%,1木2巣が9.7%,1木3典が0.9%で

ある。

（2）営巣位置

営巣地は，干妬地であることから，起状の少ない平

坦な場所にある。しかもIii'i戦されたクロマツは，ほぼ樹

高の等しい林になっている。巣の高さは，表2に示す

ように，第1地域（1985）が3.2mから5.0m,第1地

m(1986)が2.2mから5.6m,第2地域(1986)が6.1

mから8.5mである。しかしながら，前述のように，第1

地域と第2地域では柚粒年が異なり，林全体の尚さに

も差がある。そこで．巣I断と樹高の間にどのような関

係があるかを知るため，表2に基づき図5を作成した。

これによると，得地域砿の巣高と樹高の位慨はまとま

っており,m者のｲliraも低いが，総合すると比例して

いるようにみえ，かなり商い相関(r=0.904)がある。

－84－

営巣木
番号

１
上
旬
／
］
ｑ
〕
ん
詮
匡
Ｊ
戸
０
ワ
ｆ
Ｑ
ｕ
Ｑ
Ｊ

０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

平均

巣番号

勺
上
ワ
』
旬
。
４
宝
声
Ｏ
〈
Ｏ
再
』
Ｒ
）
Ｑ
）

ハ
Ｕ
１
４
，
乙
ｑ
Ｊ
川
歌
Ｒ
Ｊ
〈
、
ワ
’
（
×
〕
Ｑ
Ｊ

１
八
１
入
１
凡
１
４
『
Ｉ
▲
『
Ｉ
上
１
１
１
入
１
１
ｌ
上

胸尚

|貞径
ｍｃ

ｎ
Ｕ
八
Ｕ
負
Ｊ
貢
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｅ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
匡
Ｊ
ｎ
Ｕ
頁
Ｊ
頁
』

８
９
１
３
１
７
４
０
７
８
９
１
９
８
０
９
４

１
１
１
１
１

１

１
１

10.1

樹
I?』.
「F~？』

Ｉｎ
ワ
ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
コ
、
フ
Ｑ
》
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
○
色
谷
Ｏ
－
Ｑ
Ｕ
川
蛙
Ｒ
Ｕ
１
Ｌ
Ｒ
Ｕ
ウ
色

直
Ｊ
－
Ｒ
Ｕ
ウ
Ｉ
ワ
ー
虞
Ｕ
Ｅ
Ｊ
Ｑ
Ｕ
か
０
Ｒ
ｕ
一
Ｒ
ｕ
行
０
匡
Ｊ
Ｒ
ｕ
区
Ｊ
Ｒ
Ｕ
虞
Ｕ
ワ
ー

6．5

巣尚

１１１
句
色
Ｒ
Ｕ
１
上
、
ゴ
ー
上
。
Ｏ
侭
Ｕ
４
段
ワ
ー
（
ろ
ハ
リ
ヴ
ー
句
乙
Ｒ
Ｕ
１
１
ワ
ム
つ
○
【
ｊ
１
１

４
４
５
４
５
３
５
５
４
３
４
４
２
４
４
４
４
４
４

4．5

巣尚／棚間

４
７
３
０
４
４
７
３
８
３
９
１
８
２
３
９
５
５
７

７
７
７
７
７
６
６
８
７
６
７
７
３
７
７
６
６
６
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

().69

営巣
位置

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ

営巣木
番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ハ
Ｕ
１
人
ワ
ム
ｑ
り
ん
詮
匡
Ｊ
Ｒ
Ｕ
ワ
ー
Ｒ
〕
（
９
ハ
Ｕ
１
ユ
ワ
］
Ｑ
Ｊ
４
設
匡
Ｊ
侯
Ｕ
ワ
』
Ｒ
ｕ

１
１
１
４
１
４
１
八
１
４
１
Ａ
１
人
１
上
１
１
１
八
ワ
些
○
色
の
乙
句
乙
心
乙
つ
色
、
乙
の
＆
○
色

平均

巣番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｎ
〉
１
ユ
ワ
』
ｎ
ｏ
４
△
Ｆ
Ｄ
〈
ｂ
［
ｊ
（
ひ
Ｑ
Ｊ
〈
Ｕ
訂
１
ワ
】
○
○
幻
４
月
〕
（
ｂ
局
ｊ
（
ひ
Ｑ
〉

『
人
１
１
Ｔ
Ｌ
１
上
１
４
１
Ａ
も
１
１
Ａ
『
１
屯
１
ワ
〕
ワ
』
ワ
】
ワ
』
ワ
】
ワ
】
ワ
』
ウ
合
ワ
〕
ワ
］

胸I断
i虹侭

ｍｃ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
リ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
Ｕ
八
Ｕ
ハ
リ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〕
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ

●

２
５
８
３
１
７
６
８
４
４
４
６
３
３
０
５
１
２
０
１
９
７
１
９
０
３
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

14.1

樹I潟

【11

旬
。
Ｒ
〉
４
４
ワ
］
（
Ｕ
ワ
］
ｑ
〉
刈
生
へ
。
ｎ
．
八
Ｕ
（
ろ
Ｆ
Ｄ
ｑ
）
〈
Ｕ
ｎ
ｄ
Ｑ
）
『
上
１
４
【
ｉ
『
１
（
Ｄ
ｎ
ｏ
４
４
４
△
ワ
」
４
△
「
上

●
●
◆
■
寺
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
●
■
●
毎
●
●
Ｐ
●
●
■

Ｒ
》
、
Ｕ
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｑ
〉
毎
Ｊ
ハ
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
勺
１
Ｑ
〉
ｎ
Ｕ
Ｑ
〃
）
ｎ
Ｕ
Ｑ
〉
Ｑ
ゾ
ハ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
Ｒ
〕
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｑ
》
Ｑ
ヅ
ハ
リ
ｑ
》
八
Ｕ

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

１

１
１

9．7

巣高

１，
ハ
Ｕ
ワ
］
戸
、
（
ろ
Ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
〔
Ｊ
ｎ
Ｕ
（
Ｕ
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ワ
』
４
《
４
４
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
Ｑ
〉
Ｆ
○
毛
１
毛
１
ハ
０
句
Ｊ
可
１
戸
０
列
坐
ワ
』
〈
Ｏ
Ｑ
Ｊ

７
８
８
７
６
７
６
７
７
７
７
６
７
６
７
６
６
６
７
７
６
６
６
６
６
６
７
６
６

7．0

巣間/til,;;,

４
〈
ｂ
２
５
８
ハ
Ｕ
〔
ｄ
ｏ
〕
戸
○
Ｒ
）
（
ｂ
ワ
］
３
今
１
５
５
ハ
ｄ
Ｏ
４
８
０
へ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｄ
ｎ
〉
８
勺
１
〈
Ｕ
Ｒ
）

８
７
〈
５
７
（
０
７
［
イ
（
ど
［
Ｉ
（
ｂ
７
（
ｂ
旬
ｊ
《
ｂ
７
〈
ｂ
庁
ｆ
〔
ｊ
〔
Ｊ
７
７
〔
１
７
７
句
Ｉ
（
ｂ
７
〔
Ｊ
〈
ｂ

■
◆
④
。
竿
①
合
■
■
●
■
凸
●
■
Ｐ
■
■
■
■
■
■
６
■
■
■
■
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

().72

営巣
位偶

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ａ
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表3常巣拙位別の巣数とその削合

50

眼
4(）

数

3(）

2(）

10

0

一応，蚊小|'|乗法により算ⅡIしてみ､ると,v=0.747

ヱー0.479(yは巣I''J,虻は樹高）の数式が得られた。

そこで，樹高に対する巣r,';jの割合とその階層〃の巣数

をみた(1X16)。このヒス|､グラムによれば,(ily/l/

樹高）は，0.6から08の|川に集まっており，平均値は

0.68で、ある。

樹木の営巣部位は，図7に示したように，4タイプ

に分類てきる。符タイプ別の営巣数とその割合は炎3

に示した。その結果，幹と枝の叉部に営巣するAタイ

プは37.2%,Aタイプに類似するが，幹を抱くように

2本以上の枝に跨るBタイプは54.5％，枝上であるC

タイプは6.2%,i神が2本以上に分離したようにみえる

その叉部で雷あるDタイプは2.1%となる。AとBのタイ

プは，幹と枝の叉部であり|司質であると解釈すれば，

これらの合計は91.7%となり，ほとんどの巣が偶する

ことになる。

（3）繁殖つがい数の推定

第1地域'1985)の営巣数が97巣であり,1985年6

月10日，憐巣地上空に一斉に飛び立った成鳥およびIll'

成鳥の個体数が250羽±であることから，繁殖つがい数

は90～LOGつがいであると推定した。1986年5月1日，

|司地城において同様の状態で数えた成鳥およびIll')戊鳥

の個体数は35044士であり，確実に増加したとみていた

が，前述の報故により二派以上に分かれた。その結果，

第1地域'1986)の営巣数は19巣であり，第2地j或19

86）のそれは29巣である。第1地域(1986)の成鳥個

体数を確龍する機会は失したが，第2地域(1986;は，

1986年6月11日,70～80ｲｲの成鳥．Ⅲﾘ戊烏数であった。

これらにより，艦干の不倫はあるが,1986年にI'l'i地域

で繁Il'lしたつがい数の合計は,50つがい前後と推定し

た。

4．考察

第1地域の巣は，東西にIIするクロマツ防災林の東

端に，第2地域の醜は，ほぼ南北に列するクロマヅ防
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図7樹木における営巣部位

l巣の傾向が強くでたのであろう。

営巣位置について，倉|Ⅱ・樋口（1972）は，アオサ

ギとゴイサギが混棲する場合，アオサギが高位置を占

めるとし，渡辺(1977)もそのように報じている。こ

れは，アオサギとの種間競争によるものなのか，本来

ゴイサギは外部から発見|ｲﾐ1難である耐内部を選択する

傾向にあることを示Lているのであろうか。Ogasavvara

ほか（1982）は，アオサギ単一種の場合，樹冠もしく

は枝先に営巣する傾向があるとし，渡辺(1982)は，

営巣木の枯木化が進むにしたがい，アオサギは増加す

るが，ゴイサギとコサギは逆に少なくなると報じてい

る。当地域の営巣位置は，樹高との相関が高く，樹商

に対し約70％の尚さに蝶中している。また，樹木の営

巣部位は，幹と枝の叉部がほとんどであり，その割合

は91.7%である。二れらのことから，当地における本

種の営,巣位置選択の傾向は，やや尚位置で，しかも枝

葉が繁茂する樹内部であろうと考えらｵ,る。

当地域におL､て営巣したゴイサギの繁Il'lつがい数は，

1985年は90～100つがい,1986年はJf故により分派した

が，50つがい前後と推定される。この事故により死亡

した成鳥が地域内に認められないことから,1986年に

は，少なくとも50つがい以上が他地域へ移動したか，

繁殖を断念したと思われる。

災林の南端に，それぞれ集中している。これは，ゴイ

サギ，アオサギ，コサギの3種が混棲する集団営巣地

(渡辺，1977）やアオサギ1種による営巣地(Ogasawara

ほか，1982）が中央部を選択する傾向をみせるのに比

し，異なる分布状態であるように思われる。第1地域，

第2地域は，械戦されたクロマツ林という比岐的均一

な植生であり，ソデ群落もマント群落も形成されてい

ない。また，両地域に共通する周囲の環境は，営巣地

のそばに，巣を離れた雛が自ら採餌できる小水路があ

るほか，広い草地（運動広場，ススキ草原）が一方に

広がっている。しかし，これらの状況は，この地域に，

しかも一端に偏って営巣する確かな証拠にはならない。

類似する環境は，村内の他地域に何カ所も存在するか

らである。現時点で，営巣地選択の'1嘗好性を論じるこ

とは困難であり，今後の継続した調査と他地域の営巣

傾向を比較調査する必要があろう。

当喋団営巣地におL､ては，1営巣木に1個の巣を営

む割合が89.4％と多く，ほとんどが1木1巣の状態と

いってよい。渡辺（1977）は，スギに営巣する本種の

場合,1樹あたり6.1巣と報じている。これと比較し，

かつ，当地においても巣が密集する場所には2巣以上

の営巣が認められることから，今後，個体数期加に伴

>-,1営巣木あたりの巣数がふえると考えられる。し

かし，新集団営巣地である当地においては，営巣可能

木が多いこと，クロマツ砦令木であることから,1木
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要約

1985年6月8日，秋田県南秋田郡大潟村総合中心地

のクロマツ防災林に，新しく集団営巣地を求めたと思

われるゴイサギノSycticoγα毎nyclicoγα苑冗ycticoγαェ

を認めた。さらに翌1986年は，前年と同地域（第1地

域）に営巣したものの,1986年5月末日，ほとんどの

巣が人為的に破壊される事故が発生し，残留した集団

と村内総合中心地|有部のクロマツ防災林（第2地域）

に新たな営巣地を求めた集団，行方がわからなくなっ

た集団に分派した。この第1地域と第2地域の集団営

巣地における営巣傾向の解析および繁殖つがい数の推

定を行った。

1.本種は，両地域とも防災林の一端に営巣した。営

巣数は，第1地域(1985)が97巣，第1地域(1986)

が19巣，第2地域(1986)が29巣である。

2．巣の分布は，高密度に営巣する区域から他方に分

散してL,る。

3.1樹あたりの営巣数は,1～3巣である。その割

合は，1木1巣が89.4%,1木2巣が9.7%,1木3巣

が0.9％で．ある。

4．巣高と樹高の相関は高く，しかも，巣は，樹高に

対し約70％の高さに集中している。

5．樹木における営巣部位は，幹と枝の叉部がほとん

どであり，その割合は91.7%である。

6．繁砿つがい数は，1985年は90～100つかい,1986年

はI'l'j地域合計50つがい前後であると推定した。
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5．樹冠で給餌I'のゴイー'ﾅギ4．ゴイサギの典(Aタイプ）
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